


































































































病　　院 茄 創 餌
福祉施設 盤 13 鎗
事業所 齢 馨 碓








































































































































































































































平成億年度 平成2⑪年回 平成三年農 合計
実習単位
施設数『 割合1％》 施設数1 割合1％》 施設数1 割合1％） 施設数 割合1％》
1単位 4／12 33．3 5／15 33．3 齢／17 35．3 褥／44 34．1
2単位 呂／31 盤5．呂 網／3盤 34．4 14／3呂 3敬お 33／棚 32．7
3単位 ▽呂 鴛．騒 1／13 7．7 騒／襲 茄6 7／3⑪ 黛3。3























































総施設数 ㊨ 襲 嚇
施設数 割合1％） 施設数1 割合（％） 施設数1 割合1％1
給食機構の概要 懸 1⑪⑪．⑪ 9 鱒α⑪ の 1⑪⑪．⑪
給食施設の特質 縮 loα⑪ 9 鱒αo ㊨ 1⑪⑪．⑪
給食の圏的 ㊨ 1⑪α⑪ 9 1⑪⑪．⑪ 齢 loαo
給食の圏標 碓 loα⑪ 嚢 鱒αo ㊧ 1⑪α⑪
献立作成および栄養価算定 4 嚇α7 騒 茄6 3 騒αo
三二管理 4 ㊨α7 4 44．4 黛 333
調理（盛り付け．配膳を含む） ㊨ 1⑪α⑪ 9 1⑪⑪．⑪ ㊨ 1⑪α⑪
衛生管理 ⑪ ⑪．⑪ ⑪ α⑪ o αo
作：業工程・作業動線作成 2 333 盤 盤2 ⑪ α⑪
事務 3 5α⑪ 4 ⑪．⑪ 3 5αo
喫食者アンケート ⑪ α⑪ o αo 咽 樵7
栄養教育展示 4 礁7 4 44．4 3 5α⑪
＊1実習項目別実施施設数
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は100％実施されていた。献立作成および栄養価算定、食材管理、事務、栄養教育展，示は、経年
的に実施されていた。衛生管理については．まったく実施されていなかった。喫食者アンケート
は平成21年度に初めて実施された。
④学校
　単独で給食を実施している学校（以下、単独校）と給食センターあるいは共同調理場（以下、
センター）の項目別実習内容をFig．8に示した。調理作業（盛り付け、配膳を含む）は、単独校
で100％実施されていたが、センターでは平成21年度に調理作業が全くなかった施設があった。
センターでは献立作成および栄養価算定が半数以上、食糧管理も20～30％で実施されていたが、
単独校では平成21年度で実施校が増加した。そしてセンターの方が単独校より．衛生管理、作業
⊥程・作業動線作成、給食委員会・献立会議・給食試食会等への体験学習が多かった。
　　　　　　　　　　　　　　　単独校の実習内容　　　　センターの実習内容
　　　　　　　　　　給食機構の概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□平成19年度
　　　　　　　　　　給食施設の特質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬成20年度
　　　　　　　　　　　給食の目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．平成21年度
　　　　　　　　　　　給食の目標
　　　　　　　　献立作成および栄養価算定
　　　　　　　　　　　　食糧管理
　　　　　　　　調理（盛り付け、配膳を含む）
　　　　　　　　　　　　衛生管理
　　　　　　　　作業工程・作業動線作成
　　　　　　給食委員会・献立会議・給食試食会
　　　　　　　　学校職員や生徒らとの交流
　　　　食教育のあり方を体験的に学ぶ①教室訪問
　　　　　　　　　②食教育　（栄養指導）
　　　　　　　　　　　（掲示媒体）
　　　　　　　　　　　（アンケート）
　　　　　　　　　　（給食（食育）だより）
　　　　　　　　　　　（校内放送）
　　　　　　　　　　　　（畑視察）
　　　　　　　　　　（親子料理教室）
　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　80　　　　100　　　　0　　　　　　20　　　　　40　　　　　　60　　　　　80　　　　　100　　（％）
　　　　　　　Flgお　学校給食実習における単独校とセンターの項目別実習内審
管理栄養士養成課程における栄養総合演習教育プログラムの検討 93
　学校：職員や生徒らとの交流、教室訪問、栄養指導等は、単独校の方がセンターより実施割合が
高かった。単独校では．掲示媒体、アンケート、給食（食育）だより、校内放送などの食教育の
あり方を体験的に学ぶ機会があるが、センターでは掲示媒体やアンケート作成は行われていなかっ
た。
Iv　考察
　給食経営管理分野における福祉施設でT短期大学が保育園を多く希望しているのに比較し、
本学学生が高齢者福祉施設を希望していたのは、管理栄養士が関わる栄養ケア・マネジメントの
体験学習ができることで将来像を描くことができ希望したのではないかと推測する。
　病院実習は．平成18年度の診療報酬の改定で新設された医療従事者が共同して係る「栄養管理
実施加算」に関与する実習や、それに伴う患者説明の病棟訪問の実習内容が増えていたことから、
栄養管理計画書作成のトレーニングや患者との円滑なコミニュケーションが図れるよう、演習な
どで技量の習得が必要と思われた。
　また、栄養管理に係わる専門的知識を有する多職種からなるNST活動への参加実習が高頻度
となっていることより、より複雑で高度な栄養管理の知識とその栄養学的対応策を講じる能力、
医学用語や薬学の理解などを授業内容に反映させる必要があると考えられた。特に、平成22年度
の「栄養サポートチーム加算」の導入により、今後は低栄養に関する知識のさらなる充実が求め
られると思われる。
　福祉施設実習は、栄養ケア・マネジメントに関する授業を組み込んでいく必要があると考えら
れた。例えば、介護保険制度のしくみと管理栄養士業務に関わりのある介護報酬についての理解．
入所から栄養ケア計画の流れとともに栄養ケア計函の作成、多職種による栄養ケア実施の管理栄
養十の役割、さらに利用者への直接的な食事介助やソフト食などへの形態食の知識と調理技術の
向上、各種増粘剤の理解などの実習を教育プログラムに取り入れていく必要があると考えられた。
　事業所実習は、調理に係わる実習が必ず行われていたことから、調理技術の基本を習得したう
えで大量調理を学習させることが必須であると考えられた。さらに、喫食者と接しての配食業務
にも携わるので、配膳時における給食サービスの運営方法についても学内の給食マネジメント実
習での学習の充実が必要であると考えられた。その他に、平成19年4月から始まった特定検診・
特定保健指導（以下、特保）により．食育・栄養教育の場が実習先において体験：学習できる機会
が増えるであろうと考えられるので、パンフレットやリーフレット、卓上メモや一ロメモなどの
作成上のポイントなどについても授業に組み込む必要があると考えられた。
　学校実習は、食育の体験学習の場が増えてきていることから、情報収集の方法と指導に向けて
の下階書と指導案に基づいた指媒体作成、指導対象者への指導方法のポイントなど学内での体験
学習の時間を増やすことが必要ではないかと考えられた。また、センターのような大規模施設で
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は、作業⊥程や作業動線、作業時間や人員配置を考えながら献立作成することにより、安全・安
心で調理従事者が効率のよい作業を行うことができると考えられるので、献立作成時には作業動
線を考えながら作業工程を作成できるように教育する必要があると考えられた。
　実習内容は各年度でやや異なりがあったが．より管理栄養十養成に必要な専門的内容：に変化す
る傾向が見られた。これらの変化は、栄養管理実施加算や特保などの法改正、栄養教諭の採用な
ど管理栄養十をとりまく社会環境の変化に影響されていると推測される。また、全ての施設にお
いて共通していえることは、コミュニケーション能力を向上させるための事前指導が必要である
と考えられる。
　今後「臨地・校外実習」の事前・事後指導に関わる栄養総合演習教育プログラムの内容には、
学生の実習施設での実習内容の分析と、管理栄養十をとりまく社会環境の変化に対応していくこ
とが重要であると思われた。そして「コミュニケーション能力の向上」や「礼儀・作法」につい
てもしっかり身につける指導も必要であると考えられることから、学生が入学してきた時から日々
の授業の中で管理栄養学科教員が全員で指導にあたることが必要であると思われた。
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